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元日の能登半島大地震から２カ月が経とうとしています。未だに爪あとの大きい状況が報道され

るのを見て、一日も早く復興されることを祈るばかりです。被災された方々にあらためてお見舞い

申し上げます。市公連におきましても災害援助の募金活動を行っています。ぜひみなさんのご協力

をお願いいたします。

さて、人生１００年時代に突入し、２０２３年現在我が国の高齢化率は２９．１％となり過去最

高を更新し、このままいけばさらに超高齢化社会がやってくるでしょう。公民館の利用者も講座や

自主学習グループの活動においても、高齢化が進んできているのは、当館だけでなく各地区公民館

においても例外ではないでしょう。この高齢期の皆さんにとって、誰もが希望するのは、できるだ

け長く健康で自立した生活を送ることだろうと思います。そうした生活を維持するために、公民館

における活動は少なからず貢献していると思います。よく言われるように「今日行く（教育）とこ

ろがある」のは、とても価値あることだと思います。定年退職後、何もすることがない、どこに行

く用事もない…で隠居生活を送るのも１つの生き方かもしれませんが、自分の趣味や特技を生かし

た生活を重ねていくことも残りの人生を生きる上でとても大切ですね。

はつらつとしたご老人を見ると、やはり何か目標を持って、チャレンジ精神旺盛な方が多いです。

読書をして得る知識もさることながら、公民館に足を運んで、耳から聞く、目で見る、実際に体験

することも脳や身体への大きな刺激となることでしょう。

私たち公民館職員が取り組んでいる仕事は、傍目では地味で裏方の役割が多いのですが、こうし

た長い人生からみた「身体的な自立」「精神的な自立」を支える重要な仕事であることをあらため

て思い返します。「公民館は地味ですごい！」どこかで聞いたフレーズが混じっていますが、そん

な公民館でありたいと思っています。
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・17日㈯ 青年講座おかしづくり「お楽しみ会」

２月の講座内容

・21日㈬ 大人になる講座「大人のそろばん教室」



R5教育事業の振り返り

と来年度に向けて

青年講座

しっかり目的を設定して企画を行えて良かった

です。来年度は要望の多かったアートや、館外

学習も実施していきたいです。

５年度の担当者に今年度の事業や、来年度の企画について一言いただきました。

福井学基礎講座

館外学習で日頃できない体験ができて良かった

です。来年度はYouTubeに講座の様子を投稿し

てみたいです。

市民公開講座

あまり広報がうまくいっていなかったのが反省

点です。来年度は嶺北まで対象が広がるので、

著名な講師による地震学やAIなどの講座を企画

中です。

大人になる講座

高校生がたくさんのアイディアを出してくれて、

もりだくさんの内容になりました。講座生全員

が参加できる内容も考えていきたいです。

フェニックス学級

駅周辺の歴史探訪。普段、何気に歩いている道

が歴史のメガネを通すと魅力いっぱいの町並み

に変化。

学び舎サロン

講座生の発表が興味深かったです。他の方の人

生をお聴きすることは、新しい発見の宝庫でし

た。

いきいき子育てサロン

講座生どうしコミュニケーションをとれる内容

のものが多く、好評でした。より多くの人に講

座を知ってもらえるような企画を考えています。

福井学 歴史講座

社会教育指導員の稲葉先生の歴史の裏話がとて

も面白く、次年度も教科書に載っていない福井

に関する歴史について教えていただきたいです。

創年セミナー

初の試み！講座生が自分たちで講座を企画し、

最終回は“恐竜”について学びました。発想豊

かに企画する姿勢に感動！

環境講座

毎回SDGｓの目標を意識しながら、講座生の皆

さんと共に学ばせてもらいました。好評だった

「環境井戸端会議」は来年度も継続します♪

福井学 文学講座（俳句編）

社会教育指導員の渡辺先生による丁寧な指導と、

和気あいあいとしたグループ句会も楽しみなが

ら俳句作りの基礎を学んでもらいました。

ふくい若者塾

地域課題を題材としたハイパーアナログの対面

ゲームを企画実施できて良かったです。

少年講座

毎年参加してくださる方が多く、講座を楽しみ

にしていただけて嬉しく思いました。今まで

やったことのない新しい内容も考えて、初参加

の人も増やしていきたいです。

ICT講座

スマホ教室のZoom配信にチャレンジしましたが、

実技が伴う内容は課題も多かったです。来年度

は、chatGPT活用法を取り上げる予定です。


